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火傷 名 置 使う 移植 用 の 皮膚 また は 膜 を 作る 術 式 。 培 義 液 
(黄色 の 液体 ) を ガイ ド で 示さ れ て いる 部 分 に 投与 し 、 ガイ ド 
ライ ン の 四隅 に あめ る 4 つの 点 を メス で すべ て 切れ ば 1 枚 の 
移植 用 皮膚 が で き あ が る 。 た だ し 、 火傷 の 処置 に は 一 度 に 
4 枚 の 皮膚 を 使う た め 、 最低 で も 4 枚 は 作る 必要 が ある 。 
培養 液 を 注射 器 目 一 杯 まで 吸引 すれ ば 、 4 枚 は 確実 に ガイ 
ドラ イン を 表示 させ られ る の で まとめ て 投与 し た い 。 ま 
た 、 皮膚 を 切り 取る 際 も まとめ て 切っ た ほう が 効率 が いい 。 


「 手 脂 ! 
1 へ 注射 器 培養 液 を 皮膚 の ガイ ド 部 分 に 投与 する 
ん 避 ガイ ドラ イン に 沿っ て 皮膚 を 切り 離す 


p 評価 ポイ ント 


| 基 識 人 療 する 術 式 。 火傷 の 上 の 血 だ まり を 吸引 し て お 
、4 枚 の 移植 用 皮膚 で 1 ヵ所 の 火傷 を 覆う よう に 皮膚 を 
間 あと は ヒー ー ル ゼリー ー で 皮膚 を 定着 させ れ ば 置 完 
Yi 移植 用 皮膚 を 乗せ は た と き に 血 だ まり が 発生 する と 皮膚 
が 剥が れ て し まう た め 、 処置 する 直前 に 血 だ まり を 吸引 し 、 
素早 く 皮 膚 乗せ て いこ う 。 な お 、 火傷 が 悪化 する と 黒 変 
色 し た 組織 が 発生 し 、 組織 の 除去 処置 が 必要 に な る 。 


【 手 順 ] 

4 ( ド レー ン 血 だ まり を 吸い 取る 

ク ノ ピン セッ ト 4 枚 の 移植 用 皮膚 を 患部 に 乗せ る 
3 づ ヒー ル ゼ リー 4 枚 の 移植 用 皮膚 を 定着 させ る 


過 較 | カイ ド の 範囲 内 に 培養 液 を 投与 し て 
論 導 | 方 イ ドラ イン を 表示 させ る 。 処置 に 必要 
人 | と する 枚数 分 、 ガ イド を 表示 させ よう 。 


移植 用 皮膚 を 切る 取る と き は 、 四辺 を 
半 粒 | な そる 必要 は な く 、 点 の 部 分 に メス を 入 
上 人 | れる だ け で 切り 離し が 可能 だ 。 


評価 ポイ ント ( ) 


く 移植 用 皮膚 を 乗せ る と き は 、 火傷 の 中 
と 央 に 置 こう 。 自動 で 四隅 に 配置 され る 
細 の で 、 わ ざわ ざ 四 隅 に 置く 必要 は な い 。 


・ 血 だ まり が 再発 する まえ に 移植 用 皮膚 を 定 芽 さ せる 


黒く 変色 し た 組織 


p 評価 ポイ ント の ヽ 


火傷 を 覆う 変色 し た 組織 を 取り 除く 術 式 。 組織 は 上 患 部 に 
冷却 剤 (水色 の 液体 ) を 投与 し 、 ガ ィ ウル ン に 沿っ て メス を 
入れ て 切り 離す こと で 処置 する 。 切り 離し た 患部 を 回 収 ト レ 
イ に 乗せ れ は 処置 完了 。 組織 処置 後 の 評 価 は 火傷 を 治療 し 
た と き の 評価 に 影響 する 。 ま た 、 エピ ソー ド に よっ て は 、 組 


織 が さら に 悪化 する と びら ん (43 ペ ー ジ 参照 ) に 移行 する 。 


【 手 順 】 
1 ヾ 注射 器 冷却 剤 を 患部 に 投与 する 
くく 太 ガイ ドラ イン に 沿っ て 組織 を 切り 離す 


3 ノ ピン セッ ト 切り 離し た 組織 を トレ イ へ 運ぶ 


可能 。 火 傷 の 処置 も 一 気 に 行 な える よ 


評価 ポイ 尺 放 関わ る 要素 


・ 冷 却 剤 の 効果 が 切れ る まえ に 変色 し た 皮膚 を 切り 離す 
・ 変 色 し た 皮膚 を 落と さす に トレ イ へ 運ぶ 


ガイ ドラ イン を な ぞ れ ば 組織 の 切り 離し が 


| 


評価 ボ ポ 2 民 関わ る 要素 


使用 器具 ( み ン 今 


p 評価 ポイ ント 


黒く 変色 し た 組織 か ら 変化 し た 病巣 を 治療 する 術 式 。 血 
だ まり を 吸 し 、 移 植 用 皮膚 を ] 枚 乗せ て 定着 させ れ は 処 
置 完了 。 び らん 発生 時 は 火傷 の 処置 が 必要 な く な る 。 


【 手 順 】 

1 (ドレ ー ン 血 だ まり を 吸い 取る 

光 ピン セッ ト 移植 用 皮膚 を 患部 に 乗せ る 
3 ② ヒー ル ゼ リー 移植 用 皮膚 を 定着 させ る 


黒く 変色 し た 組織 が 悪化 する と 、 ぴら ん 
が 発生 。 組 織 と 火傷 が びら ん に 変わ る 
別 た め 、 火傷 の 処置 は 必要 な く な る 。 


ぁ 使用 器具 


p 評価 ポイ ント バ ヽ 


少し ずつ 吹き 出す 血 を 止め る 術 式 。 患部 に ヒー ル ゼ リー を 
「Ok」 と 表示 され る まで 塗れ ば 処置 完了 。 治 療法 は 簡単 だ 
が 、 位置 を 特定 し に くい の が 難点 。 一 定時 間 経過 で 血 だ ま 
り 、 血 だ まり 裂傷 、 大 裂傷 の いずれ か に 悪化 する 。 


【 手 順 】 
1 ② ヒー ル ゼ リー 愚 部 に 塗る 


出血 は 見 つけ 次 第 優先 し て 素早 く 処 
議 置 。 初 期 段階 で は 少量 の 血 の み だ 
明 | が 、 時 間 が 経つ に つれ て 増え て いく 。 


評価 ポイ ント ( ) 


動脈 に 発生 し た 溜 を 摘出 し て 治療 する 術 式 。 この 病巣 
は 、 発 生 と と も に 癌 が 成長 し 、 一 定時 間 で 破裂 する た め 、 複 
数 発生 する と 厄介 に な る 。 動脈 問 の 処 置 は 、 まず 収縮 剤 ( 茶 
色 の 液体 ) を 郊 に 投与 し 、 ガイ ドラ イン に メス を 入れ て 加 部 を 
切り 離す 。 切り 離し た 溜 を 回 収 トレ イ に 乗せ れ ば 摘出 処置 が 
完了 し 、 評価 が な され る 。 交 摘 出 後 は 、 動脈 の あい だ の 血 
だ まり を 吸引 し 、 ピン セッ ト で 血管 を 繋げ る 。 こ の と さ 皿 管 
周辺 に ある 血 だ まり も 吸 8 し な いと ピン セッ ト の 作業 で 
「Miss」 に な りや すい 。 最後 に 血管 を 縫合 すれ ば 処置 完了 
と な り 、 ら 度目 の 評価 が 表示 され る 。 ま た 、 交 を 破裂 させ た 
場合 は 交 岳 出 後 の 手 順 か ら 行なう の だ が 、 その 後 の 処 置 を 
ミス な く 進 め た と し て も 、 処置 後 の 評価 は 「Bad」 に な る 。 


候 0LGNN 

1 ヽ 注射 器 動脈 閣 に 収縮 剤 を 投与 する 人 
て 、X 読 ガイ ドラ イン に 沿っ て 癒 を 切り 取る 

3 ノ ピン セッ ト 切り 離し た 交 を トレ イ へ 運ぶ 

4 ド レー ン 血 だ まり を 吸い 取る 

号 ノ ピ ン セ ッ ト 血管 を 繋げ る 

6 の 針 と 糸 血管 の 史 合 部 を 縫う 


| 偽 数 の 動脈 六 が 発生 し た 場合 は 、 癒 を 
| 琉 列 せな いた め に も 、 六 の 切り 離し 作 


評価 ボ 5 他 少 ド ほ 関 : 
・ 動脈 溜 を 破裂 させ な い 
・ 正 し い 場 所 に 収縮 剤 を 投与 する 


・ 収 縮 剤 の 効果 が 切れ る まえ に 動脈 汐 切 本 す 
・ 交 を 落と さ ず に トレ イ へ 運ぶ 

・ 縫 合 線 の 長 さ が 規定 以上 あり 左 有 有 帽 が 正確 
・ 縫 合 の 折り 返し の 回 数 が 規定 以上 め ある 
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